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こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各
方
面
か
ら
の
力

強
い
ご
支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
を
賜
り
、
引

き
続
き
町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
改
め
て
、
町
民
の
皆
様
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
温
か
い
ご
支
援
に
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

奇
し
く
も
、
平
成
の
時
代
か
ら
令
和
の
時

代
に
移
り
、
新
時
代
を
迎
え
、
課
せ
ら
れ
た

使
命
と
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す

と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
む
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
平
成
11
年
の
初
当
選
以
来
、

町
民
の
皆
様
の
豊
か
な
暮
ら
し
と
安
心
安
全

な
生
活
環
境
の
実
現
を
目
指
し
、
財
政
の
健

全
化
、
教
育
施
設
の
再
編
、
子
育
て
支
援
策
、

都
市
交
流
施
設
の
整
備
、
自
然
環
境
の
醸
成

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
断
行
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

破
綻
寸
前
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
町
の
財

政
は
、
自
身
の
給
料
削
減
を
は
じ
め
、
議
員

の
皆
様
並
び
に
職
員
の
報
酬
、
給
料
や
、
定

数
の
削
減
な
ど
の
ほ
か
、
町
内
関
連
団
体
へ

の
補
助
金
の
削
減
や
手
数
料
等
の
引
き
上
げ

な
ど
、
官
民
を
問
わ
ず
聖
域
な
き
行
財
政
改

革
を
進
め
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
、
健
全
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

た
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
将
来
を
見
据
え
、

充
実
し
た
教
育
環
境
の
整
備
と
運
営
コ
ス
ト

の
両
面
を
考
慮
し
て
、
施
設
の
統
廃
合
と
建

設
・
集
約
化
を
、
よ
り
有
利
な
補
助
金
等
を

活
用
す
る
中
で
、
実
現
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
時
代
の
趨す
う
せ
い勢
に
よ
り
、
大
き
く

変
革
し
て
い
た
観
光
の
分
野
で
は
、
い
ち
早

く
自
然
環
境
の
保
全
、
醸
成
に
取
り
組
み
、

水
仙
や
桜
な
ど
花
木
の
植
栽
を
進
め
た
こ
と

に
よ
り
、「
花
の
町
き
ょ
な
ん
」
を
町
内
外
に

発
信
、
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
場
産
業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
向
上
を

目
的
と
し
て
取
り
組
ん
だ
都
市
交
流
施
設
・

道
の
駅
保
田
小
学
校
は
、
年
間
60
万
人
の
集

客
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
直
売
所
に
お
け

る
町
内
生
産
者
の
売
上
が
１
億
円
に
達
す
る

な
ど
、
初
期
の
目
標
を
大
幅
に
上
回
る
成
果

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
町
民
や
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

多
く
の
ご
負
担
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
、

衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

行
政
運
営
を
担
い
20
年
の
節
目
を
迎
え
、

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
挑
み
続
け
て
き
た

様
々
な
施
策
は
、
よ
う
や
く
花
を
開
き
、
実

を
つ
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
就

任
当
初
の
熱
い
思
い
、
鋸
南
町
を
思
う
郷
土

愛
は
、
い
さ
さ
か
も
衰
え
る
こ
と
な
く
、
む

し
ろ
益
々
強
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
基
盤
も
安
定
し
、
健
全
化
が
図
ら
れ

つ
つ
あ
る
昨
今
、
新
た
な
発
想
と
揺
る
ぎ
な

い
信
念
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
は
「
独
創
の
新

時
代
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
こ
れ
ま
で
培
い
、

築
き
上
げ
て
き
た
観
光
資
源
や
拠
点
、
新
た

な
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
他
の
地
域
に
先
駆
け

た
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
、
取
り
組
み
に
着
手
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

廃
校
利
用
の
先
導
的
な
事
例
と
し
て
、
全

国
、
海
外
に
発
信
さ
れ
て
き
た
道
の
駅
保
田

小
学
校
や
、
花
木
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

県
内
外
の
皆
さ
ん
に
認
知
さ
れ
て
き
た
佐
久

間
ダ
ム
公
園
で
は
、
将
来
を
見
据
え
た
先
駆

的
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、
旧
佐
久
間
小
学
校
の
周
辺
エ
リ
ア

な
ど
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
、
未
利
用
地
の
有
効
な
利
活
用

を
進
め
、
地
域
の
活
性
化
や
地
場
産
業
の
振

興
、
移
住
定
住
を
支
援
す
る
施
設
へ
の
転
換

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
対
策
で
は
、
既
に
予

算
化
し
た
給
食
費
の
無
償
化
を
は
じ
め
、
子

育
て
家
庭
の
支
援
や
移
住
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
流
出
の
大
き
な
要
因
で
あ
る

雇
用
や
住
環
境
の
対
策
で
は
、
通
勤
バ
ス
運

行
の
具
現
化
や
、
未
利
用
地
を
利
活
用
し
た

住
宅
用
地
の
整
備
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
自

然
要
因
、
社
会
要
因
、
双
方
の
課
題
解
決
が

不
可
欠
で
あ
り
、
財
源
に
十
分
な
余
裕
の
な

い
中
、
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

町
民
の
皆
様
、
学
識
者
、
職
員
と
と
も
に
、

英
知
を
結
集
し
、
立
ち
向
か
っ
て
い
く
所
存

で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
首
都
圏
に
近
い
鋸
南
町
の
優

位
性
を
活
か
し
、
次
の
世
代
に
素
晴
ら
し
い

鋸
南
町
が
引
き
継
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

白
石
町
政
６
期
目
ス
タ
ー
ト

―
―
―　

鋸
南
独
創
の
新
時
代
ひ
ら
く
。
―
―
―

　
４
月
21
日
に
予
定
し
て
い
た
鋸
南
町
長
選
挙
は
、
現
職
の
白し
ら
い
し石 

治は
る
か
ず和
氏
が

無
投
票
で
６
期
目
の
当
選
を
果
た
し
、
５
月
７
日
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。

▲初登庁し花束を受け取る白石町長 
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吉浜 / 無職
無所属 / ２回

田町 / 無職
無所属 / ２回

町 / 海事代理士
無所属 / 初

本郷 / 農業
無所属 / ３回

竜島 / 農業
無所属 / ３回

田町 / 小売業
無所属 / ４回

仁浜 / 団体役員
無所属 / ６回

吉浜 / 農業
無所属 / ６回

中佐久間 / 農業
無所属 / ４回

吉浜 / 介護福祉士
日本共産党 / 初

小保田 / 会社員
無所属 / 初

上佐久間 / 社会保険労務士
無所属 / 初

鋸
南
町
議
会
議
員 

新
た
な
顔
ぶ
れ

　
鋸
南
町
長
選
挙
と
同
日
に
予
定
し
て
い
た
鋸
南
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
届
出
の
あ
っ
た
候
補
者
が
議
員
の
定
数
12
人
と
同
数
で
あ
っ
た
た
め
無
投
票
と
な
り
、

左
記
の
皆
さ
ん
の
当
選
が
決
定
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
31
年
４
月
30
日
か
ら
令
和
５
年
４
月
29
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
５
月
８
日
に
は
令
和
元
年
第
２
回
鋸
南
町
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
議
長
に
青
木 

悦
子
氏
、
副
議
長
に
鈴
木 

辰
也
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（氏名・年齢・行政区・職業・党派・当選回数）〔当選回数・年齢順〕

竹
た け だ

田 和
かずあき

明 (53) 早
はやかわ

川 正
ま さ や

也 (49) 笹
さ そ う

生 あすか (38)

大
おおつか

塚 昇
のぼる

(69)青
あ お き

木 悦
え つ こ

子 (67)笹
さ そ う

生 久
ひ さ お

男 (71)

鈴
す ず き

木 辰
た つ や

也 (58) 小
こ と う だ

藤田 一
かずゆき

幸 (72) 渡
わたなべ

邉 信
のぶひろ

廣 (67)

伊
い と う

藤 茂
しげあき

明 (67)笹
さ そ う

生 正
ま さ み

己 (68)平
ひらしま

島 孝
こういちろう

一郎 (70)
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副町長に内田正司氏　再任

農業委員会 新役員が決まりました

　５月８日に開催された臨時議会で、内
う ち だ

田 正
ま さ し

司氏が議会の同意を得て副
町長に任命されました。任期は令和元年 5 月 22 日から令和５年５月 21
日までとなります。
　壇上であいさつした内田副町長は、「令和に入り、白石町長が独創新時
代のスタートを切りました。町として取り組むべき課題は多々あります。
町のために誠心誠意、力を尽くします。」と述べました。
　内田副町長は、昭和 52 年に役場に入庁、これまで会計管理者、総務企
画課長などを歴任し、平成 27 年５月から副町長を務めています。

　任期満了に伴い、新しい農業委員 10 名が議会の同
意を得て町長から任命されました。
　５月 14 日に農業委員会総会が開催され、会長に鈴

す ず

木
き

 良
りょういち

一氏、会長職務代理者に紀
き の

野 誠
まこと

氏が選出されま
した。また、農地利用最適化推進委員に８名が農業委
員会長から委嘱されました。
　任期は令和元年５月 14 日から令和４年５月 13 日ま
での３年間です。

委員 職名 氏名 担当地域 具体的な業務

農
業
委
員

会長 鈴
す ず き

木 良
りょういち

一  下佐久間一円

・ 総会で農地法等に基づく
申請を審議

・農地の利用状況の調査
・農地等の利用の最適化
　 （担い手への農地利用の
集積・集約化、遊休農地の
発生防止・解消、新規参入
の促進等）

会長職務代理 紀
き の

野 誠
まこと

 奥山・大崩一円

委員 田
た む ら

村 晋
し ん い ち

一  鋸南町一円

〃 馬
ま が

賀 仙
の り お

夫  大六・吉浜・大帷子下・江月・大帷子上一円

〃 久
く ぼ た

保田 孝
た か よ し

義  竜島・田町一円

〃 黒
く ろ か わ

川 
き し お

志夫  鋸南町一円

〃 金
か ね き

木 文
ふ み お

雄  中佐久間一円

〃 福
ふ く は ら

原 惠
け い こ

子  小保田・市井原・横根一円

〃 林
はやし

 徹
とおる

 上佐久間一円

〃 川
か わ な

名 孝
た か お

夫  元名・保田（芝台・中原・中道台・本郷上）一円

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

委員 渡
わ た な べ

邉 謙
け ん い ち

一  大六・吉浜・大帷子下・江月・大帷子上一円

・ 担当地域において、担い
手への農地利用の集積・
集約化の調整活動

・農地の利用状況の調査
・ 担当地域の遊休農地の把

握・解消、違反転用防止・
是正等の活動

〃 石
い し い

井 孝
た か あ き

明  奥山・大崩一円

〃 伊
い と う

藤 幸
ゆ き お

夫  小保田・市井原・横根一円

〃 小
お が わ

川 英
ひ で お

夫  上佐久間一円

〃 石
い し い

井 秀
しゅういち

一  中佐久間一円

〃 篠
し の は ら

原 健
け ん い ち

一  元名・保田（芝台・中原・中道台・本郷上）一円

〃 三
み う ら

浦 貞
さ だ か ず

一  竜島・田町一円

〃 重
し げ た

田 俊
しゅんいち

一  下佐久間一円

紀野会長職務代理鈴木会長

内田副町長
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老人福祉センター 
貸切風呂オープン

　５月８日に老人福祉センターに新しく貸切風呂がオープンしました。
　貸切風呂は、湯船の周囲にヒノキを使って重厚感を演出した「頼朝公の湯」と、伊豆石
を施した曲線の湯船が特徴の「見返り美人の湯」の２室で、いずれも開放感のあるガラス
張りで窓の外の桜や竹林など自然を眺めながら、天然温泉が楽しめます。
　また、バリアフリーにも配慮しており、車いすで利用できる広さのトイレが付き、洗面
台も車いす仕様になっています。
　皆様のお越しをお待ちしております。

利用料金
　１室につき１時間2,500円
　＊障害者手帳等を提示した場合は2,000円
　（１室につき５、６人でのご利用が可能です。）

利用時間
　　平　日	 10:00 ～ 16:00
　土・日・祝	 10:00 ～ 18:00
　　＊休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　　　年末年始（12/28～ 1/4）

ご利用は前日までの予約が必要です。
●老人福祉センター　☎５５－８８３０

●泉質
　含よう素 - ナトリウム - 塩化物冷鉱泉

●効能
　�きりきず、末梢循環障害、冷え症、うつ状態、
皮膚乾燥症、筋肉もしくは関節の慢性的な痛
み又はこわばり、運動麻痺における筋肉のこ
わばり、胃腸機能の低下、軽症高血圧、耐糖
能異常（糖尿病）、軽い高コレステロール血症、
軽い喘息又は肺気腫、痔の痛み、自律神経不
安定症、ストレスによる諸症状、病後回復期、
疲労回復、健康増進。

見返り美人の湯

頼朝公の湯
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いきいき学級（高齢者学級）開催

『出会い応援サポーター』が新体制でスタート

「めばえ歌謡教室」が社会福祉協議会に寄付

　５月 9 日、白石町長を講師に迎え、第１回
目の開校式・学習会を開催しました。
　今回参加者は 24 名で、白石町長が『鋸南
町の未来・４年間の展望』をテーマに各地区
ごとの活性化政策を語りました。参加者は町
の計画に深く関心を持ち、有意義な学習会と
なりました。
　いきいき学級は、５月から３月まで食と健
康、歴史や文化、小学生との交流、歌など 12
回の学習会を予定しています。途中からの参
加も受け付けています。

（中央公民館　☎５５－４１５１）

　鋸南町などに教室を持つ「めばえ歌謡教室」が４月 21
日に南総文化ホールで「第 37 回めばえ歌謡教室交流発
表会」を行い、町社会福祉協議会に 5 万 5508 円を寄付
しました。
　チャリティーを目的として会場に募金箱を設置し善意
を募り、ステージ上で高

た か な

名 敏
と し え

江代表から中
な か や ま

山 正
ただし

会長に
目録が手渡されました。
　町社会福祉協議会ではこの寄付金を地域福祉推進のた
めに有効活用します。

　町では出会い応援サポーターが中心となり、
男女の出会いの場づくりを目的に交流イベント
事業を年に３回実施しています。昨年度は 39
名の方が参加し、６組のカップルが成立しまし
た。
　４月に２名の出会い応援サポーターが新たに
就任し、４名での活動がスタートしました。今
年度も出会いイベントを開催し、本事業を盛り
上げてまいります。

○平成 30 年度に開催したイベント
・ 出会い応援イベント「夕涼みないと」で会

おう（８月）
・たこ焼きパーティー交流会（12 月）
・独身男性対象のＢＢＱ実践講座（３月）

◀写真左から　高名代表、中山会長

▲写真左から　川
かわな

名�佐
さ ち こ

知子氏、大
おおかわら

川原�恵
え り こ

利子氏（副会長）、
　篠

しのみや

宮�真
まさ き

樹氏（会長）、飯
いいじま

嶋�ひとみ氏

◀白石町長の講話に聞き入る参加者
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青少年相談員の紹介

体育協会の新役員の紹介

　平成 31 年４月１日から３年間、新たに青少年健全育成にご尽力いただく第 20 期青少年相談員が委
嘱されました。今後は町かるた大会や、デイキャンプ、おもちつきなどの野外活動を通して子どもた
ちの健全育成に携わっていただきます。

杉
す ぎ た

田 勇
いさむ

（佐久間三区） 東
と う せ

瀬 沙
さ ゆ り

由里（中佐久間） 重
し げ た

田 正
まさゆき

行（本郷） 村
む ら い

井 清
きよゆき

幸（両向）
岡
おかもと

本 裕
ゆういち

一（田町） 西
にしざき

﨑 祐
ゆうすけ

輔（岩井袋） 笹
さ そ う

生 さなえ（竜島） 郡
ぐんじま

嶋 清
き よ み

美（町）
和

わ だ

田 宗
むねのり

徳（内宿） 松
ま つ い

井 徳
あつひろ

弘（仁浜） 早
はやかわ

川 正
ま さ や

也（鋸東三区） 斎
さいとう

藤 文
ふみひさ

久（本郷上・大帷子上）
三
さんぺい

瓶 まさ枝
え

（中原） 川
か わ な

名 弘
ひろあき

晃（中道台） 植
う え の

野 敦
あ つ こ

子（本郷浜） 山
や ま の い

野井 健
け ん じ

二（元名）
髙
たかはま

濱 俊
としずみ

純（芝台） 泉
いずみさわ

澤  勝
か つ や

也（大帷子下・江月） 笹
さ そ う

生 裕
ひろふみ

史（吉浜） 石
い し い

井 賢
けん

（大六）

第 19 期青少年相談員に感謝状を贈呈
　平成 28 年から町の青少年育成活動にご尽力いただきました、第 19 期青少年相談員が３年の任期を
終え、３名の方に県環境生活部長感謝状、８名の方に町教育委員会教育長感謝状が贈呈されました。
○県環境生活部長感謝状受賞者（在任期間２期６年）

斉
さいとう

藤 かおり（本郷浜） 石
いしざき

﨑 智
さとる

（大帷子下・江月） 鈴
す ず き

木 政
ま さ み

己（吉浜）

○町教育委員会教育長感謝状受賞者

石
い し い

井 孝
たかあき

明（佐久間三区） 金
か ね き

木 忠
ただとし

俊（中佐久間） 礒
いそざき

﨑 正
まさひと

人（岩井袋） 生
いけがい

貝 美
み き

貴（竜島）
吉
よ し だ

田 昌
まさふみ

史（本郷上） 玉
たままる

丸 弘
ひろあき

章（中道台） 永
な が い

井 友
ともはる

治（元名） 篠
しのみや

宮 真
ま さ き

樹（芝台）　〔敬称略〕

　中央公民館で令和元年度の町体育協会の総会が行われました。役員改選の結果、会長は三
さんぺい

瓶 繁
しげ

男
お

氏、
副会長には蛭

ひる

田
た

 豊
ゆたか

氏と鈴
すず

木
き

 信
しんいち

一氏が再任されました。任期は令和３年３月 31 日までとなります。
○役員
会長	･･････ 三

さんぺい

瓶 繁
しげ

男
お

 副会長	････ 蛭
ひる

田
た

 豊
ゆたか

　鈴
すず

木
き

 信
しんいち

一
事務局長	･･ 高

た か な

名 晴
はるひさ

久 事務局	････ 中
なかむら

村 智
ともかず

一　久
く ぼ た

保田 誠
まこと

　早
はやかわ

川 五
ご

郎
ろう

顧問	･･････ 鈴
すず

木
き

 正
しょういちろう

一郎　鈴
すず

木
き

 正
ただし

　　監事 ･･･富
とみなが

永 昇
しょういち

一　石
いし

井
い

 恒
こうぞう

三

○各部長
陸上部	･･････････鈴

すず

木
き

 信
しんいち

一 水泳部	･････････鈴
すず

木
き

 克
なりとも

友 卓球部	･････････能
のうじょう

城  香
か な

奈
バレーボール部	･･･高

た か な

名 晴
はるひさ

久 剣道部	･････････阿
あ べ

部 純
す み と

人 柔道部	･････････角
つ の だ

田 康
こ う じ

治
バスケット部	････寺

てらもと

本 圭
けいすけ

佑 野球部	･････････小
こばやし

林 元
もとはる

春 弓道部	･････････平
ひらしま

島 和
か ず お

夫
空手部	･･････････池

い け だ

田 勝
まさる

 ゴルフ部	･･･････川
か わ な

名 邦
く に お

夫 ゲートボール部	･･大
おおたけ

竹 衛
まもる

ヨット部	････････蛭
ひる

田
た

 豊
ゆたか

 バドミントン部	･･笹
さ そ う

生 いつ子
こ

 サッカー部	･････小
お が さ わ ら

笠原 一
か ず ま

真
スカッシュ部	････伊

い と う

藤 鉄
てっぺい

平 ボウリング部※	･･栗
く り た

田 博
ひろゆき

之 相撲部※	････････飯
いいづか

塚 一
はじめ

 
ソフトボール部※	･･早

はやかわ

川 五
ご ろ う

郎 テニス部※	･･････渡
わたなべ

邉 輝
て る お

男　　　　　　　　

　町体育協会では、町の社会体育の振興及びスポーツの普及のために、様々な活動に取り組んでいます。
スポーツにご興味がある方は、ぜひご参加ください。

（体育協会事務局：Ｂ＆Ｇ海洋センター内　☎５５－４４１１）

※現在休部　　　　　　〔敬称略〕
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平
成
30
年
度 

鋸
南
町
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業 

活
動
報
告

　
町
で
は
、「
魅
力
的
で
活
力
あ
る
鋸
南
」
を
創
造
す
る
た
め
に
、
町
民
が
自
ら
取
り
組
む
事
業
に
対
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
補
助
金
を
交
付
し
た
５
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

鋸
南
町
情
報
発
信
事
業

（
鋸
南
町
情
報
委
員
会　

代
表　

中
村 

幹
雄
）

　

町
の
活
性
化
の
た
め
に
、
地
域

の
情
報
や
移
住
者
の
声
を
伝
え

る
情
報
誌
「
野
水
仙
つ
う
し
ん
」

を
５
千
部
発
行
し
、
町
内
各
戸
や

施
設
等
で
配
布
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
情
報
誌

よ
り
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
を
全

世
界
に
向
け
発
信
し
ま
し
た
。

勝
山
磯
根
環
境
再
生
保
全
事
業

（
勝
山
の
磯
根
を
守
る
会　

代
表　

舟
寳 

康
行
）

　

磯
焼
け
な
ど
に
よ
り
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
磯
根
環
境
を
再
生
す

る
こ
と
を
目
的
に
、ア
イ
ゴ
（
魚
）

に
よ
る
海
藻
類
の
食
害
防
止
の

た
め
、
天
敵
で
あ
る
イ
カ
の
産
卵

礁
を
木
の
枝
で
作
り
、
海
中
に
設

置
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
ア
イ
ゴ
の
減
少
に
向

け
て
経
過
観
察
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

地
域
と
田
舎
暮
ら
し
女
子
の

た
め
の
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　

（
き
ょ
ん
む
す

―
田
舎
暮
ら
し
女
子
応
援
団
―

　

代
表　

大
八
木 

唯
）

　

若
い
女
性
の
発
想
力
と
パ

ワ
ー
を
活
か
し
て
、
様
々
な
交

流
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

移
住
者
と
地
域
住
民
を
結
ぶ
交

流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
町
外
で

の
地
す
べ
り
米
等
の
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

誰
で
も
寄
れ
る[

幸
さ
ん
家]

（
誰
で
も
寄
れ
る
［
幸
さ
ん
家
］　

代
表　

福
原 

雅
代
）

　

町
の
元
気
な
高
齢
者
を
中
心

と
し
た
多
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
図
る
た
め
「
幸
さ

ん
家
」（
保
田
４
４
３
番
地
）
を

拠
点
と
し
た
創
作
活
動
や
福
祉

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
発
展
し
、
今

年
４
月
か
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ″
し
あ
わ
せ
カ
フ
ェ
〟
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

佐
久
間
ダ
ム
湖
年
間
集
客

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
佐
久
間
ダ
ム
湖
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ　

代
表　

安
崎 

實
）　

　

佐
久
間
ダ
ム
湖
周
辺
に
お
け

る
交
流
促
進
を
目
的
に
、
地
域

の
歴
史
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
散
策
路
等
の
案

内
板
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

観
光
客
を
対
象
に
佐
久
間
ダ
ム

湖
周
辺
の
花
を
活
か
し
た
レ
ジ

ン
ア
ー
ト
体
験
を
開
催
し
、
フ
ァ

ン
の
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。
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健 康 通 信

鋸
山
と
化
石

赤
ち
ゃ
ん
の
下
痢

歴 資
料
館

史
　

鋸
の
こ
ぎ
り
や
ま

山
は
太
古
、
海
の
底
で
し
た
。
約

一
千
万
年
前
、
地
球
上
で
は
火
山
の
大
活

動
と
地
殻
の
大
変
動
が
活
発
に
な
っ
た
時

期
で
す
。
海
底
に
は
泥
や
砂
の
他
、
火
山

噴
出
の
礫れ

き

や
火
山
灰
が
沈ち

ん
せ
き積

し
て
固
ま
り

凝ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
と
な
り
、
や
が
て
地ち

か

く殻
変へ

ん
ど
う動

で

隆り
ゅ
う
き起

し
て
陸
地
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

ち
ょ
う
ど
鋸
山
の
あ
た
り
が
プ
レ
ー
ト
運

動
の
圧
力
で
南
北
か
ら
ぎ
ゅ
っ
と
押
し
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
褶

し
ゅ
う
き
ょ
く

曲
と
言
い

ま
す
。
や
が
て
柔
ら
か
い
泥で

い
が
ん岩

部
分
が
風

雨
で
浸

し
ん
し
ょ
く

食
さ
れ
、
中
心
の
固
い
凝
灰
岩
を

残
し
、
あ
の
独
特
の
ギ
ザ
ギ
ザ
尾
根
の
鋸

山
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
鋸
山
の
地
層
は

ほ
ぼ
垂
直
、
尾
根
に
向
か
っ
て
斜
め
に
向

か
っ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
こ
れ

は
明

み
ょ
う
が
ね鐘

岬み
さ
きあ

た
り
か
ら
見
る
と
よ
く
わ
か

り
ま
す
。

　

鋸
山
の
地
層
は
中

ち
ゅ
う
し
ん
せ
い

新
世
後
期
、
約

六
百
五
十
万
年
前
に
堆た

い
せ
き積

し
た
千せ

ん
は
た畑

礫れ
き
が
ん
そ
う

岩
層
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
層
は
日
本

近
海
に
生
息
し
て
い
た
生
物
の
化
石
を
産

出
す
る
地
層
と
し
て
有
名
で
す
。
特
に
南

麓
の
元も

と
な名

付
近
で
は
採さ

い
せ
き石

が
行
わ
れ
て
い

た
た
め
、
千
畑
層
が
露ろ

し
ゅ
つ出

し
て
い
ま
す
。

　

よ
く
出
土
す
る
の
は
オ
キ
ナ
エ
ビ
ス
貝

の
化
石
。
約
五
億
年
前
に
最
初
に
出
現
し

た
巻ま

き
が
い貝

の
仲
間
で
、
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど

形
態
が
変
化
し
て
い
な
い
「
生
き
た
化
石
」

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
分
布
は
東
シ

ナ
海
か
ら
イ
ン
ド
洋
海
域
で
す
が
、
本
来

の
起
源
は
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
、
沖
縄
か
ら

相
模
湾
に
か
け
て
の
海
域
で
、
鋸
山
の
千

畑
層
か
ら
化
石
が
多
く
出
る
た
め
、
こ
の

辺
り
が
生
息
分
布
の
中
心
だ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

他
に
は
カ
イ
ダ
コ
の
タ
コ
ブ
ネ
化
石
や

ウ
ニ
の
化
石
も
出
て
い
ま
す
。

　

め
ず
ら
し
い
と
こ
ろ
で
は
約
五
百
万
年

前
に
生
息
し
て
い
た
オ
ッ
ト
セ
イ
の
祖
先

タ
ラ
ソ
レ
オ
ン
の
下
あ
ご
の
化
石
。
タ
ラ

ソ
レ
オ
ン
は
メ
キ
シ
コ
な
ど
太
平
洋
の
東

側
で
の
発
見
例
は
あ
り
ま
す
が
、
西
側
で

は
初
の
発
見
で
、
北
極
圏
か
ら
ア
メ
リ
カ

大
陸
沿ぞ

い
に
南
下
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

た
オ
ッ
ト
セ
イ
や
ア
シ
カ
の
進
化
、
分
布

を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
古
代
サ
メ
の
歯
の
化
石
も
多
く

出
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
超
巨
大
サ
メ
の
メ

ガ
ロ
ド
ン
の
歯
の
化
石
も
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
鋸
山

は
古
代
の

日
本
近
海

に
生
息
し

て
い
た
生

物
群
を
知

る
カ
ギ
と

な
る
場
所

で
も
あ
り

ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
便
は
も
と
も
と
大
人

に
比
べ
る
と
ゆ
る
め
で
す
。
離
乳
食

を
始
め
る
前
は
、
便
の
材
料
と
な
る

も
の
が
乳
汁
と
い
う
水
分
の
み
な
の

で
、
形
を
成
さ
な
い
泥
状
便
が
普
通

で
す
。
母
乳
を
飲
ん
で
い
る
赤
ち
ゃ

ん
の
便
は
粉
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
い
る

赤
ち
ゃ
ん
よ
り
も
柔
ら
か
く
、
回
数

も
多
め
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
離
乳

食
を
始
め
る
と
、
一
時
的
に
便
が
ゆ

る
く
な
っ
た
り
、
硬
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が

下
痢
か
ど
う
か
は
、
普
段
よ
り
も
回

数
が
増
え
て
い
る
か
、
普
段
よ
り
も

さ
ら
に
ゆ
る
い
便(

水
様
便)

か
で

判
断
し
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
下
痢
の
原
因
で
最
も

多
い
と
さ
れ
る
の
は
ウ
イ
ル
ス
性
の

胃
腸
炎
で
す
。
ま
た
感
染
症
等
の
治

療
の
た
め
に
抗
生
物
質
を
服
用
す
る

と
、
腸
内
の
善
玉
菌
も
死
ん
で
し
ま

い
下
痢
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

毎
回
同
じ
食
品
を
食
べ
た
と
き
に
下

痢
を
す
る
場
合
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

離
乳
食
は
、
１
品
ず
つ
食
べ
始
め
る

こ
と
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

下
痢
を
し
た
こ
と
で
、
乳
糖
を
分
解

す
る
酵
素
が
減
っ
て
し
ま
う
と
乳
糖

を
消
化
し
づ
ら
く
な
り
下
痢
が
長
引

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
下
痢
を
し
て
も
、
機

嫌
が
よ
く
、
食
欲
が
あ
り
、
普
段
と

変
わ
ら
な
い
生
活
が
送
れ
て
い
れ
ば
、

慌
て
て
受
診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
か
か
り
つ
け
医
の
診
療
時
間
内

に
受
診
さ
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
以
下
の
よ
う
な
状
態
の
場

合
は
急
い
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

①�

不
機
嫌
が
続
い
た
り
、
機
嫌
が
よ

か
っ
た
の
に
急
に
悪
く
な
る
こ
と

を
繰
り
返
す
。
う
と
う
と
し
て
い

る
。
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
。

②
下
痢
だ
け
で
な
く
、
嘔
吐
が
あ
る
。

�　

嘔
吐
物
が
緑
色
に
な
る
。

③
大
量
の
下
痢
が
１
日
に
５
回
以
上

　

あ
る
。

④
皮
膚
が
冷
た
い
、
色
が
悪
い
、
張

　

り
が
な
い
。

⑤
血
便
が
あ
る
。

⑥
泣
い
て
も
涙
が
出
な
い
。

　

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
便
で
気
を
付

け
た
い
こ
と
に
「
白
色
便
」
が
あ
り

ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
に
便
色
の
カ

ラ
ー
ペ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
、
灰
白
色
や
ク
リ
ー
ム

色
の
便
に
気
が
付
い
た
ら
胆
道
閉
鎖

症
が
心
配
さ
れ
る
の
で
す
ぐ
に
受
診

が
必
要
で
す
。

連
載
三
二
〇

鋸
山
産	

ウ
ニ
の
化
石
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首都圏大学連携「鋸南プロジェクト」の活動紹介
　町では、昨年度から法政大学を中心とした５大学が参画した『鋸南プロジェクト』と「域学連携」
の取り組みを進めています。この「域学連携」は、大学と町が協働して地域活性化に取り組むもので、
多数のプロジェクトが展開中です。
　今月からこの「域学連携」の取り組みを町報きょなんでお知らせしていきます。今回は、プロジェ
クトの歩みを紹介します。

鋸南プロジェクトの歩み
　鋸南プロジェクトの大元は、平成 13 年に法政大
学・渡辺 真理教授、横浜国立大学・北山 恒教授（当
時）、日本女子大学・篠原 聡子教授、早稲田大学・
古谷 誠章教授のぞれぞれが主宰する設計事務所が
参画したＮＡＳＡ設計共同体に、それぞれの学生が
加わって行った新潟県上越市の旧月影小学校の宿泊
体験施設「月影の郷」への改修を期に発足した『月
影プロジェクト』にさかのぼります。
　　

　この鋸南プロジェクトでは、「都市交流施
設」の改修をはじめ、「笑楽の湯」の改修、
佐久間ダム公園バス停「さくらの駅」の設計、
佐久間ダム公園売店「ポラリス」を自ら改
修するなどの活動を行ってきました。
　また、現在では旧保田小学校プール、旧
鋸南幼稚園、旧佐久間小学校、佐久間ダム
公園、元名採石場跡地の利活用計画など、
町を活性化させる拠点の提案を行なってい
ます。さらにこれらの拠点を点としてでは
なく線でつなぎ、町全体を回遊できるよう
な計画や提案を行っていくことで魅力的な
町にしていくことが私たちの目標です。
　今年度からは、活動報告会だけではなく町報での活動の紹介や町民の方々との意見交換も積極的に
行なっていきたいと思いますので、是非よろしくお願いいたします！

　その後、平成 25 年に工学院大学・木下 庸子
教授と研究室の学生が加わったＮＡＳＡ設計共
同体が旧保田小学校の「都市交流施設」への改
修設計を行い、これを期に『鋸南プロジェクト』
が発足しました。
　現在では、法政大学、工学院大学、日本女子
大学、早稲田大学の４大学の教授とその研究室
の学生に加え、日本大学有志の学生、さらに専
門家がアドバイザーとして参加し、活動してい
ます。

▲改修した「笑楽の湯」

▲佐久間ダム公園バス停「さくらの駅」

（文責　早稲田大学大学院修士１年・鋸南プロジェクト学生リーダー　川口 豊夢）

▲昨年度の活動報告会

Vol.1

10町報きょなん　令和元年６月号



公民館だより 中央公民館に行ってみよう！～図書室編～

　中央公民館では、ロビーと図書室に本をたくさん取り揃
えています。
　ロビーには、乳幼児から児童向けの本を置いています。
吹き抜けの開放的な空間にソファーとテーブルがあり、お子
さんとゆったりくつろぎながら本を楽しむことができます。
　図書室には、小説や雑誌などが置いてあります。静かな
空間で読書や勉強をしたい方におすすめです。毎月、たく
さんの本を入荷しており、詳しくは町報おしらせ版やホー
ムページで紹介しています。図書室にない本は、県立図書
館から取り寄せができますのでお声がけください。

★図書室利用時間　9:00 ～ 17:00 ※祝日のみ閉館
★貸出しは 1 人 3 冊まで 2 週間
　（町内在住 ･ 在勤の方に限ります）

このコーナーでは公民館の施設案内や講座等を紹介していきます。

▲新着本コーナー

▲図書室

おしらせ
　毎年 11 月に「本のリサイクルフェア」を開催しており、
今年で４回目となります。ぜひお越しください。
　また、ご家庭に状態の良い不用な児童本がございまし
たら、ご寄付ください。※児童本のみ受け付けています。
○問合せ先　中央公民館　☎５５－４１５１
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調理師試験
▶日時　10月12日(土)
　13:30 ～ 15:30 
▶ 会場　TKPガーデンシティ千

葉（千葉市中央区）
▶�願書受付期間　６月25日(火)

～ 27日(木)
　10:00 ～ 16:00 
▶願書提出・問合せ先

安房健康福祉センター（安房
保健所）　☎22-4511

館山警察署からのお知らせ
山岳事故防止

　館山警察署管内には、鋸山、富山、
伊予ヶ岳、御殿山等の自然を満喫
できるハイキングコースが数多
くあります。低山だからとあなど
らず、登山届の提出や事前の準備
など、慎重に行動しましょう。
＜注意事項＞
・ 自分の体調に合わせ、自分の

ペースで歩きましょう。
・ 離ればなれにならないように、

グループの先頭と最後尾は指導
者（経験者）が歩きましょう。

・ 多くの人が使うコースでも、歩
きにくい場所があったり、石や
岩で転びやすいことがありま
す。特に、下りは怪我をしやすい
ので慎重に歩きましょう。

・ 山道に迷ったりしないよう、周
囲をよく観察しながら歩きま
しょう。

・ 迷ったと思ったら来た道を引き
返すなど、落ち着いて行動しま
しょう。

＊ 館山警察署管内の登山届の提
出は館山警察署まで。

▶問合せ先　館山警察署
　☎23-0110

�６月は食育月間です
食事は心とからだをつくります。
食べる力は生きる力に。
毎日の食事を大切にしましょ
う！

公民館主催教室
からだリラックス！ヨガ教室
　自分の身体と向き合い、リラッ
クスした時間を過ごしましょう。
　初めての方大歓迎！ぜひ、ご参
加ください。
▶日程　６月20日～７月25日の
　毎週木曜日（全６回）
　10:00 ～ 12:00　
▶場所　中央公民館　２階・和室
▶対象　一般成人
▶定員　20名 (先着順)
▶ 講師　ヨガインストラクター　

東 千恵先生
▶参加費　無料
▶�持ち物　ヨガマット（なければ

バスタオル）・タオル・飲み物
▶�申込期間　６月14日(金) ～
　６月19日(水)　※土日除く

男のための！ヨガ教室
　最初はかたい身体もだんだん
やわらかくなります！
　初めての方大歓迎！無理せず
ゆっくりヨガを楽しんでください。
▶日程　７月５日～ 26日の
　毎週金曜日（全４回）　　
　19:00 ～ 21:00
▶場所　中央公民館　２階・和室
▶対象　一般成人男性
▶定員　20名 (先着順)
▶参加費　無料
▶講師　ヨガインストラクター
　東 千恵先生
▶ 持ち物　ヨガマット（なければ

バスタオル）・タオル・飲み物
▶申込期間　６月18日(火) ～
　28日(金)　※土日除く

文化・芸術鑑賞教室
　さまざまな文化や芸術に触れる
ことを目的とします。
　今年度第１回目は、近代化産業
遺産、重要文化財である日本郵船
氷川丸等を見学します。
▶期日　７月17日(水)
▶�行き先　横浜〔日本郵船歴史博

物館、氷川丸、中華街（昼食）〕　
▶費用　入場料他実費を徴収
▶定員　25名 (先着順)
▶申込期間　6月17日(月) ～

６月21日(金)
※ バス乗降場所、持ち物・費用等、

詳細は申込み後にご連絡します。

●申込み・問合せ先　
　中央公民館　☎55-4151

骨粗しょう症検診
▶日時　７月11日(木)　
　9:00 ～ 11:00　
▶場所　すこやか
▶ 対象　40・45・50・55・60・65・

70※歳の女性
　※令和２年３月31日現在の年齢
　※ 妊娠している方、骨粗しょう

症を治療中の方は受けられ
ません。

▶�検査方法　室内で利き腕の反
対の腕へ微量のⅩ線を照射し
て骨量測定を測定します。
　検診時検査の腕に赤ペンで
１㎝位の印をつけますのでご
了承ください。

▶ 検診料金　200円（当日徴収し
ます。）

▶申込期間　６月21日(金)まで
　8:30 ～ 17:15　※土日除く

氏名、生年月日、住所、電話番号
をお伝えください。

▶申込み・問合せ先　保健福祉課
　健康推進室　☎50-1172
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広　

告

柳
家
花
緑
独
演
会

柳
家
花

な
ん
そ
う
寄
席

7/28（日）

一般 3,500円
高校生以下 1,000円
ペア券 6,000円
※ペア券はホールのみ取扱い
※未就学児入場不可

入場料（全席指定・税込）

開演 14時
会場 小ホール

千葉県南総文化ホール 電話予約・お問合せ

☎0470－22－1811

﹁
柳
田
格
之
進
﹂他

必
聴
！

子どもの学習支援　
（鋸南町学習会）

　NPO法人子ども家庭サポート
センターちばでは、学校の授業の
遅れや進学のための勉強など、学
習に関する課題をプロの塾講師、
教育現場経験者がやさしく丁寧
に指導する学習会を開催します。
▶ 対象　町内の小学５年生から

中学３年生まで
▶�日時　毎週土曜日　14：00 ～

15：30（７月頃開講予定）
▶場所　中央公民館
▶科目　英語・数学・算数
▶定員　20名
▶参加費　無料
▶後援　町教育委員会
▶申込期間　６月21日(金)まで
▶�申込み・問合せ先　NPO法人

子ども家庭サポートセンター
（オレンジの会）　☎28-4288

建築士による住宅相談会
　一般社団法人千葉県建築士会
鋸南支部では「建築の日」に合わ
せて、木造住宅の耐震改修・新築・
リフォーム等について相談会を
開催します。
▶日時　６月30日(日)　

10:00 ～ 16:00
▶場所　道の駅保田小学校
　１階「まちのギャラリー」前
▶持ち物　住宅の図面など
▶ 申込方法　電話でお申込みく

ださい（事前予約制）。
▶ 申込み・問合せ先　建設水道課

建設環境室　☎55-2133

味わいハイキング１７１

夏のオールナイトハイキング
　７月の味わいハイキングは、
鴨川から鋸南までオールナイ
トハイキングです。

▶日時　７月６日(土)　
　15:30集合　16:00出発
　＊雨天の場合　７日(日)
▶集合場所　鋸南町役場
＊ 車は役場駐車場に駐車してく

ださい。
▶募集人数　50人
▶ 会費　4,500円（食事、保険代

等含む）
▶持ち物　飲み物、保険証、雨具
▶�案内人　川崎 勝丸氏（千葉県

山岳史研究会）
▶ コース　役場16:00発→鴨川

一戦場公園→嶺岡林道→役場
6:30頃着　(約33㎞ ) 

▶主催　鋸南町味わいハイキング
▶申込期間　６月13日(木)8:30 ～
＊ 定員になり次第締め切ります。準

備の都合上、前日及び当日のキャ
ンセルは実費を負担していただ
きますので、ご了承ください。

▶ 申込み・問合せ先　地域振興課
まちづくり推進室　

　☎55－1560

awa-cafe�project��健康教室
～脳の衰えを感じる前からでも
早すぎない！脳体操って大事！　
レッツ コグニサイズ！～
▶日時　6月30日(日)　

9:00 ～ 12:00
▶場所　安房地域医療センター
　救急棟3階

▶ 内容　医師のお話、コグニサイ
ズ(頭を使う運動)の体験など

▶定員　20名
▶ 参加費　無料（保険料50円か

かります）
▶ その他　飲み物持参で、動きやす

い服装や靴でお越しください。
▶ 申込方法　参加を希望する場

合はお問合せください。
▶申込期間　6月19日(水)まで
※ 応募者多数の場合は抽選とし、当

選者の発表は「参加証」の発送を
もってかえさせていただきます。

▶��申込み･問合せ先　安房地域
　医療センター　☎25-5111
　（13:00 ～ 17:00　※土日祝日除く）

電話ボランティア相談員募集
　社会福祉法人千葉いのちの
電話では、第32期相談員を募集
しています。
▶�応募資格　①年齢20歳以上　

②資格・経験不問　③基礎研
修講座第Ⅰ～Ⅳの各課程を
原則全出席と宿泊研修に出
席できること

▶ 研修期間　９月～令和３年２月
▶受講料　有料
▶申込期間　７月31日(水)まで
　当日消印有効
▶ 申込み・問合せ先　社会福祉法

人千葉いのちの電話事務局
（月～金　9:00 ～ 17:00）
☎043-222-4416

”町報きょなん”およびホームページの広告を募集しています。　●申込み ･ 問合せ先　総務企画課　☎ 55-4801
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令和元年６月５日発行（月１回発行）　編集 ･ 発行：鋸南町役場総務企画課 〒 299-2192　千葉県安房郡鋸南町下佐久間 3458　☎ 0470-55-2111（代表）

日
ひ

和
な

子
こ

ち ゃ ん
０歳８か月

川名 洋右さん　第１子　大帷子下区

　おうちの人や病院の人が予定していたより早めに生まれたわたし。
その節はご心配をおかけしましたがとっても順調に大きくなってます。
４か月で寝返りができて、５か月から離乳食が始まりました。初めから、
ママが心配しちゃうほどよく食べてるの。お座りも上手くなったので
ますますパクパク進みます。

人の動き　５月１日現在（前月比）
人　口　7,804 人（△ 17 人）
うち男　3,753 人（△ 13 人）
　　女　4,051 人（△ 4 人）
世帯数　3,666 世帯（＋ 5 世帯）

かんたんおいしいレシピ

＜材料（２人分）＞
ごはん・・・・・３００ｇ

さば水煮缶・・・１/ ２缶

玉ねぎ・・・・・１/ ４ヶ

赤ピーマン・・・１/ ４ヶ

ピーマン・・・・１/ ４ヶ

にんにく・・・・１かけ

しょうが・・・・１かけ

長ネギ・・・・・１/ ４本

かいわれ大根・・少々

ごま油・・・・・小さじ１

しょうゆ・・・・小さじ２

豆板醤・・・・・少々（お好み）

酒・・・・・・・大さじ１/ ２

粉チーズ・・・・大さじ２

こしょう・・・・少々 

　５月 18 日 ( 土 )、「つかみとれ！令和元年初優勝！」のスロー
ガンのもと、鋸南小学校で春季大運動会が行われました。
　子どもたちの元気いっぱいな姿に、保護者の応援にも熱が入
りました。

さばのピリ辛そぼろどんぶり
栄養量

エネルギー 408kcal、たんぱく質 16.2g、

脂質 8.8g、カルシウム 206mg、食塩 1.6g

ワンポイントアドバイス
　しょうがとにんにくでサバの臭みが抑えられます。

作り方
① 玉ねぎ、赤ピーマン、ピーマンは１. ５ｃｍ角に、にんにく・しょ

うがはみじん切り、長ネギは細切り（白髪ねぎ）にし水にさらす。

かいわれ大根は根を切りおとし、３等分の長さに切る。

② フライパンにごま油を熱し、にんにく・しょうがを炒め、玉ねぎ・

赤ピーマン・ピーマンを加えて透き通るまで炒める。さば缶の身

を入れてほぐしながら炒める。

③ しょうゆ、豆板醤、酒、缶の汁を加えて汁気がなくなるまで炒め、

粉チーズ、こしょうをくわえてひとまぜし、火を止める。

④ごはんの上に３をもりつけ、長ネギとかいわれ大根をのせる。

協力：鋸南町食生活改善協議会

今月の表紙
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